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さびしい財政事情を躇ま貞

快
適
面
町
民
生
活
の
向
上
を
進
め
る

2

一般会計33億5，800万円

特別会計16億5，110万円

平
成
八
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
予
算
が
三
月
二
十
五

日
に
議
会
で
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
額
五
十
億
九
百
十
万
一
千
円
（
前
年
対
比
〇
・
八
％
増
）

の
予
算
。
そ
の
予
算
概
要
と
町
長
の
施
政
方
針
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。

平
成
八
年
度
予
算
案
を
本
議
会

に
提
出
す
る
に
当
た
り
、
そ
の
概

要
と
提
案
理
由
並
び
に
所
信
の
一

端
を
申
し
上
げ
、
本
会
議
を
通
じ
、

町
民
皆
さ
ん
の
深
い
ご
理
解
と
更

を
る
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。平
成
八
年
度
の
予
算
編
成
に
当

り
ま
し
て
は
、
い
ま
、
内
外
共
に

か
つ
て
み
な
い
政
治
、
経
済
、
社

会
激
動
の
厳
し
い
現
状
の
を
か
、

議
会
ご
当
局
を
は
じ
め
、
町
民
各

位
の
積
極
的
を
ご
協
力
と
総
参
加

の
も
と
に
、
国
、
県
の
信
頼
と
支

援
も
い
た
だ
き
、
お
見
か
け
の
通

り
、
全
町
に
亘
り
二
十
一
世
紀
に

む
け
て
の
新
し
い
町
づ
く
り
の
輪

が
広
が
っ
て
参
り
ま
し
た
。
ま
た
、

自
治
体
の
垣
根
を
こ
え
た
広
域
行

政
、
一
部
事
務
組
合
の
創
設
等
々

町
発
足
以
来
四
十
余
年
、
町
が
大

き
く
変
ろ
う
と
す
る
大
型
継
続
事

業
も
山
積
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
に
謹
ん
で
町
議
会
を
は
じ
め

町
民
各
位
に
敬
意
と
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

第
三
次

町
総
合
計
画

ス
タ
ー
ト
の
本
年

加
え
て
、
第
三
次
江
府
町
総
合

計
画
ス
タ
ー
ト
の
節
目
と
し
て
大

▲春の象徴はなんといっても桜です
（上之段広場）
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切
を
年
を
迎
え
、
更
に
二
十
一
世

紀
を
間
近
に
ひ
か
え
、
社
会
情
勢

は
、
少
子
化
に
よ
る
人
口
減
少
と
、

高
齢
化
、
情
報
化
、
国
際
化
、
地

方
の
時
代
（
地
方
分
権
）
が
急
激

に
進
む
を
か
で
、
町
民
の
ニ
ー
ズ

も
複
雑
高
度
化
、
多
岐
に
亘
り
身

近
を
地
域
課
題
も
深
刻
化
し
て
参

り
ま
し
た
。
今
後
こ
れ
ら
の
動
き

は
一
層
、
進
展
す
る
も
の
と
存
じ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
地
方
自
治
体

を
と
り
ま
く
厳
し
さ
と
競
い
合
う

中
に
こ
こ
三
か
年
間
に
建
設
大
臣

魯

「
手
づ
く
り
ふ
る
さ
と
賞
」
受
彰
、

同
年
、
成
人
病
対
策
等
の
各
受
診

率
の
画
期
的
向
上
に
よ
る
厚
生
大

臣
表
彰
か
ら
、
昨
年
、
地
方
の
時

代
を
う
け
て
、
自
治
大
臣
初
の
自

ら
努
力
す
る
　
「
町
づ
く
り
」
顕
彰

に
は
、
全
国
五
団
体
の
中
に
選
ば

れ
、
更
に
、
防
災
計
画
見
直
し
が

全
国
的
緊
急
課
題
の
中
に
、
消
防

団
最
高
表
彰
　
「
ま
と
い
」
受
賞
の

栄
光
に
輝
き
ま
し
た
。

他
町
で
は
み
ら
れ
な
い
連
年
の

中
央
省
庁
表
彰
、
梓
に
中
国
五
県

▲

西尾知事を柿原集落に迎え、町長と柿原の皆さんと
いっしょにカメラに収まる（炭焼き小屋の前で）

の
中
で
、
唯
一
本
町
が
連
続
自
治

省
関
連
顕
彰
の
感
激
は
大
き
を
誇

り
と
、
励
み
で
あ
り
自
信
と
し
て

肝
に
銘
じ
、
深
く
心
に
刻
み
、
国
、

県
ご
当
局
の
深
い
ご
配
慮
と
ご
厚

意
、
期
待
に
応
え
ね
ば
な
ら
な
い

と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

国
の
事
業
を
導
入

経
費
節
減
を
図
る

私
は
、
い
ま
、
自
主
財
源
の
乏

し
い
、
公
共
事
業
依
存
度
の
高
い

本
町
と
し
て
は
、
可
能
を
限
り
新

年
度
事
業
の
認
定
協
議
の
な
か
で

高
率
補
助
、
更
に
有
利
を
起
債
等

積
極
的
に
模
索
し
、
辺
地
、
む
ら

づ
く
り
事
業
債
の
活
用
承
認
等
、

行
財
政
運
営
執
行
上
の
収
支
構
造

の
厳
し
さ
に
其
正
面
か
ら
取
り
組

み
、
確
か
を
見
通
し
の
上
に
立
っ

た
、
圧
縮
予
算
の
中
に
も
、
財
源

の
有
効
配
分
に
配
慮
し
な
が
ら
積

極
的
を
年
間
予
算
を
編
成
し
、
引

き
続
き
新
し
い
時
代
を
展
望
し
た
、

快
適
を
町
民
生
活
の
安
定
、
健
康

福
祉
向
上
に
む
け
全
力
を
あ
げ
て

取
り
組
む
決
意
を
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
又
、
本
予
算
に
お
き
ま
し
て
も
、

財
政
の
簡
素
化
と
食
糧
費
等
の
見

直
し
経
費
節
減
合
理
化
も
進
め
、

診

更
に
低
金
利
に
よ
る
一
時
基
金
代

替
に
よ
る
先
行
土
地
取
得
費
充
当

等
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重
点
的
、

効
率
的
を
節
度
あ
る
健
全
を
財
政

運
営
に
も
配
慮
い
た
し
て
お
り
ま

す
。俣
野
川
発
電
に
係
る
資
産
税
に

つ
き
ま
し
て
は
、
前
年
対
比
四
〇
・

七
五
％
の
伸
び
を
み
て
お
り
ま
す

が
、
こ
れ
は
三
、
四
号
機
の
運
転

開
始
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

半
面
、
全
町
の
財
政
力
指
数
は
落

ち
こ
ん
で
お
り
ま
す
。

厳
し
い
財
政
事
情
を

踏
ま
え
て

い
ま
、
継
続
大
型
事
業
に
加
え
、

近
き
将
来
、
庁
舎
を
は
じ
め
診
療

所
を
含
む
保
健
セ
ン
タ
ー
、
日
野

病
院
改
築
、
文
化
施
設
等
大
型
施

設
の
財
源
問
題
、
更
に
地
方
分
権

に
よ
る
保
健
福
祉
対
策
の
充
実
、

本
格
的
を
高
齢
化
対
策
に
お
け
る

財
政
需
要
の
拡
大
等
、
将
来
に
亘

り
厳
し
い
財
政
事
情
を
常
に
念
頭

に
お
き
、
後
世
に
大
き
を
負
担
を

残
さ
な
い
た
め
公
債
残
高
に
も
意

を
注
ぐ
と
と
も
に
、
先
の
平
成
七

年
国
勢
調
査
速
報
に
よ
り
、
過
疎

振
興
地
域
再
指
定
に
期
待
を
い
た

す
も
の
で
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
可

能
を
限
り
過
疎
対
象
適
用
可
能
事

業
に
つ
い
て
は
平
成
九
年
度
以
降

に
事
業
並
び
に
財
政
配
分
も
配
慮

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

まとい受彰祝賀式の折にあいさつする町長
▼
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歳
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
の

活
性
化
は
内
発
力
即
ち
人
づ
く
り

に
始
ま
り
人
づ
く
り
に
終
る
と
ま

で
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
先
ず
人

づ
く
り
を
柱
と
し
、
「
希
望
と
活

力
に
満
ち
た
魅
力
あ
る
ふ
る
さ
と

江
府
町
」
を
念
願
し
、
上
下
水
道
、

ご
み
処
理
場
及
び
交
通
網
等
の
生

活
環
境
社
会
資
本
の
整
備
を
は
じ

ま
し
て
は
、
町
政
担
当
の
基
本
理

念
で
あ
り
ま
す
。
町
民
参
加
に
よ

る
公
正
で
誠
実
、
開
か
れ
た
心
の

通
い
合
う
行
政
を
深
く
心
に
刻
み
、

内
外
激
動
と
変
革
の
進
む
を
か
、

地
方
自
治
確
立
の
た
め
行
財
政
共

々
に
足
腰
の
強
い
ふ
る
さ
と
江
府

町
を
念
願
し
一
層
の
努
力
を
お
誓

い
い
た
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

め
、
産
業
振
興
基
盤

整
備
、
文
教
振
興
、

福
祉
、
保
健
地
域
医

療
の
一
体
的
充
実
、

就
中
三
町
移
管
に
よ

る
日
野
病
院
健
全
運

営
等
、
新
規
及
び
継

続
事
業
を
中
心
と
し

て
配
分
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

一
方
、
自
主
的
、

主
体
的
に
創
意
工
夫

に
よ
る
、
自
ら
汗
を

流
し
て
取
り
組
む
町

町民の皆さんの

積極的町政参加こそ

町おこしの原動力

こ
こ
に
平
成
八
年

度
一
般
会
計
歳
入
歳

出
予
算
と
し
て
総
額

三
十
三
億
五
千
八
百

万
円
（
前
年
対
比
九

九
・
五
〇
％
）
の
予
算

を
編
成
、
上
提
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

更
に
、
別
途
特
別

会
計
の
十
四
会
計
歳

入
歳
出
予
算
と
し
て
、

十
六
億
五
千
百
十
万

単
独
事
業
も
引
き
続
き
実
施
し
て

参
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
地

方
行
政
の
基
本
で
あ
り
ま
す
主
権

者
町
民
皆
さ
ん
の
積
極
的
町
政
参

加
が
今
こ
そ
大
き
を
役
割
で
あ
り

町
お
こ
し
の
原
動
力
と
し
て
強
く

求
め
ら
れ
期
待
を
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
従
っ
て
こ
れ
が
執
行
に
当
た
り

一
千
円
、
一
般
会
計

と
合
わ
せ
、
五
十
億

九
百
十
万
一
千
円
、
前
年
対
比
〇
・

八
％
増
と
な
り
ま
す
。

何
卒
、
本
議
会
を
通
じ
ま
し
て
、

町
民
皆
さ
ん
の
深
い
ご
理
解
と
ご

協
力
を
重
ね
て
お
願
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。

lllllllllllH川日lHltllllllHHllllllH日日llllHHlllH州IllHHIllHHH日日日日川日日川日日川日日lH‖lHHHHHll‖lHHlH川Hl‖川HllllH川lHlllHlllH日日川l‖llllH日日川＝川lHH川‖日日

66，724（2．0）

特　別　会・計
236，570千円
・52，592千円
584，397千円
43，819千円
325，500千円
・19，966千円
・2，000千円
・1，590千円
・4，029千円
209，858千円
・90，850千円
・11，286千円
・23，494千円
・45，150千円

（4）

●国民健康保険（事業勘定）・‥…
●国民健康保険（施設勘定）……・
●老人保健………‥・…………‥・

●簡易水道事業・‥‥………‥‥…

●農業集落排水事業…‥………・

●住宅新築資金貸付事業………・

●江尾財産区…‥………………‥
●神奈川財産区…‥・・‥…‥…‥…

●米沢財産区……‥………‥……
●甘酒茶屋運営事業‥…・・………

●索道運営事業‥・・…‥…‥……‥
●笠長原市民農園‥…………・…・

●臭大山の水処理加工施設事業・

●特定環境保全公共下水道事業・

単位：千円
（）は％

諸支出金　35，577（1．1）

●
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≡
頻
準
庖

圏
総
務

●
本
庁
舎
の
建
設
は
、
特
別
調
査

委
員
会
と
と
も
に
方
向
性
を
検
討

す
る
。

●
交
通
事
故
防
止
を
図
る
た
め
、

家
庭
・
職
場
・
地
域
団
体
が
一
体

と
在
っ
て
取
り
組
む
。

●
防
火
水
槽
二
か
所
、
小
型
消
防

ポ
ン
プ
二
台
を
設
置
す
る
。

●
防
災
体
制
の
確
立
の
た
め
防
災

計
画
に
基
づ
く
防
災
手
引
書
　
（
マ

ニ
ュ
ア
ル
）
を
全
戸
配
布
を
行
う
。

●
「
町
部
落
差
別
撤
廃
と
あ
ら
ゆ
る

差
別
を
な
く
す
る
条
例
」
の
も
と
、

本
年
度
は
実
態
調
査
を
行
う
。

圏
企
画

●
第
三
次
町
総
合
計
画
の
具
体
的

を
事
業
の
推
進
を
図
る
。

●
観
光
ル
ー
ト
の
整
備
実
施
計
画

と
地
域
資
源
の
木
炭
を
生
か
し
た

商
品
化
の
研
究
を
行
う
。

●
ふ
る
さ
と
大
山
ふ
れ
あ
い
リ
ゾ

ー
ト
構
想
に
基
づ
く
大
河
原
地
区

整
備
計
画
に
つ
い
て
、
本
年
か
ら

事
業
実
施
に
向
け
た
事
務
手
続
を

進
め
る
。

圏
福
祉

●
本
町
の
六
十
五
歳
以
上
は
、
一

二
六
五
人
で
高
齢
化
比
率
二
八
・

執

二
五
％
、
寝
た
き
り
老
人
五
十
七

人
、
独
居
老
人
八
十
九
人
、
施
設

入
居
者
二
十
人
、
老
人
の
み
の
世

帯
二
一
二
世
帯
（
二
八
八
人
）
－
－
民

生
委
員
等
調
査
に
よ
る
。

●
本
年
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
新
設
を
す
る
。

●
独
居
老
人
が
二
十
四
時
間
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
緊

急
通
報
シ
ス
テ
ム
を
導
入
、
本
年

度
も
十
か
所
設
置
予
定
（
平
成
六
・

七
年
度
に
三
十
か
所
設
置
）

●
保
育
園
に
は
、
本
年
度
か
ら
三

人
の
保
母
を
採
用
し
、
保
育
内
容

の
充
実
を
更
に
図
る
。

●
肝
臓
が
ん
検
診
を
三
十
歳
か
ら

六
十
九
歳
ま
で
を
対
象
に
一
般
検

診
と
併
せ
て
実
施
す
る
と
と
も
に

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
を
二
十
歳
か

ら
六
十
九
歳
ま
で
の
女
性
を
対
象

に
行
う
。

鬼
衛
生

●
平
成
八
・
九
年
度
の
二
か
年
で

日
野
町
と
共
同
で
ゴ
ミ
処
理
施
設

を
整
備
す
る
。

ま
た
、
西
部
広
域
で
は
、
岸
本

町
に
建
設
中
の
不
燃
物
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
が
平
成
九
年
四
月
か

ら
供
用
開
始
と
な
る
た
め
、
不
燃

物
ゴ
ミ
分
別
収
集
に
対
応
す
る
た

め
の
啓
発
を
行
う
。

圏
農
業

●
新
食
糧
法
の
施
行
に
伴
い
、
米

の
需
給
と
価
格
安
定
の
た
め
に
生

産
者
の
自
主
性
を
い
か
し
た
生
産

の
体
質
強
化
を
図
る
。

●
は
場
整
備
率
は
平
成
七
年
度
末

で
約
七
一
％
と
を
り
、
現
在
計
画

中
の
地
区
が
完
成
す
る
と
九
〇
％

に
達
す
る
。

●
県
営
は
場
整
備
事
業

江
尾
、
宮
市
地
区

美
用
谷
工
区

杉
　
谷
工
区

宮
市
原
工
区

宮
　
市
工
区

日
光
地
区

小
江
尾
工
区

袋
　
原
工
区

吉
　
原
工
区

大
河
原
地
区

下
大
河
原
工
区

美
　
用
工
区

三
・
〇
㍍
（
仕
上
）

五
・
一
㍍
（
仕
上
）

四
・
八
㍍
（
暗
渠
排
水
一

一
〇
・
〇
茄
（
暗
撃

八
五
拉
区
画
整
理
仕
上
一

一
一
・
五
㍍
（
区
画

整
理
仕
上
）

農
業
用
排
水
路

一
、
五
〇
〇
㍍

一
三
⊥
ハ
訪
（
区
画

整
理
仕
上
）

三
・
五
㍍
（
区
画
整
理
｝

農
業
用
排
水
路

一
七
六
〇
㍍

農
道
　
四
七
〇
㍍

●
同
和
対
策

●
ほ
場
整
備
（
佐
川
地
区
〉
　
二
・
五
㍍

●
は
場
整
備
事
業

俣
野
地
区
　
農
道
舗
装

傘

一
、
三
〇
〇
㍍

換
地
処
分
十
五
㍍

●
中
山
間
地
域
農
村
活
性
化
総
合

整
備
事
業

●
ほ
場
整
備

員
　
田
地
区
　
九
・
二
㌢
蛇
換
地
処
分
）

六
・
五
㍍
（
仕
上
・

確
定
測
量
）

●
町
水
道
事
業
基
本
計
画
に
基
づ

き
美
用
・
乗
尾
・
小
原
・
杉
谷
・

宮
市
原
・
宮
市
を
給
水
区
域
と
す

る
広
域
営
農
飲
雑
用
水
施
設
が
本

年
度
完
了
予
定
。

●
都
市
と
農
村
の
交
流
拠
点
と
し

て
、
神
戸
市
魚
崎
町
に
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
を
設
置
す
る
。

圏
観
光

●
観
光
ル
ー
ト
を
設
定
し
を
が
ら

看
板
整
備
を
一
部
実
施
し
、
い
つ

で
も
、
ど
こ
で
も
対
応
で
き
る
「
町

民
総
ガ
イ
ド
運
動
」
を
進
め
る
。

圏
土
木

●
大
方
坂
の
改
良
計
画
を
昨
年
度

か
ら
調
査
を
実
施
し
、
袋
原
か
ら

貝
田
ま
で
の
間
は
平
成
十
年
度
完

成
予
定
。

●
江
尾
地
内
の
杉
谷
人
口
付
近
の

改
良
は
本
年
度
一
部
工
事
着
工
す

る
。
●
御
机
地
内
の
道
路
改
良
と
バ
イ

パ
ス
は
本
年
度
か
ら
工
事
着
工
。

倍
加
芸
寧
訂

凰
国
民
健
康
保
険

●
老
人
一
人
当
た
り
の
医
療
費
は

一
般
の
約
二
・
八
倍
（
平
成
六
年
度

実
績
）
、
こ
の
要
因
は
入
院
費
が
五

五
・
六
％
を
占
め
、
県
下
第
二
位

の
高
い
医
療
費
に
あ
た
る
。

●
保
険
税
相
当
額
は
一
世
帯
当
た

り
二
十
万
九
千
円
と
な
り
、
医
療
費

は
一
世
帯
当
た
り
十
六
万
五
千
円

（
十
一
年
間
）
連
続
据
え
置
き
と
す
る
。

●
人
間
ド
ッ
ク
検
診
（
個
人
負
担

二
割
）
と
し
て
三
十
人
、
脳
ド
ッ

ク
検
診
を
新
規
に
計
画
す
る
。

圏
農
業
集
落
排
水

●
貝
田
地
区
は
本
年
度
完
成
予
定
。

●
下
蚊
屋
地
区
は
平
成
九
年
度
完

成
予
定
。

●
助
沢
・
俣
野
地
区
は
、
平
成
八

年
度
採
択
予
定
。

●
江
尾
地
区
（
本
一
～
五
・
新
一
、

二
、
小
江
尾
・
久
遠
・
佐
川
）
公
共
下

水
道
は
平
成
八
年
二
月
に
事
業
認

可
。
平
成
十
六
年
度
ま
で
の
十
か

年
計
画
で
整
備
を
行
う
。

寵
甘
酒
茶
屋
運
営
事
業

●
宿
舎
、
資
料
館
を
ど
の
改
築
は

全
町
的
観
光
総
合
計
画
の
な
か
に

位
置
づ
け
検
討
を
加
え
る
。
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全国スキーマラソン大会

白銀の世界をまっしくら〝

三
月
十
日
、
冬
の
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
す
っ
か
り
定
着
し
た
9
6
奥
大

山
チ
ロ
ル
の
里
全
国
ス
キ
ー
マ
ラ

ソ
ン
大
会
が
今
年
も
全
国
各
地
か

ら
五
〇
九
人
の
選
手
た
ち
が
集
い
、

大
山
鏡
ケ
成
国
民
休
暇
村
周
辺
を

コ
ー
ス
と
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

時
折
、
青
空
が
顔
を
の
ぞ
か
せ

る
天
候
と
な
っ
た
こ
の
日
、
選
手
●

6
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，9‘奥大山チロルの里

執

た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
に
分

か
れ
て
、
精
一
杯
白
銀
の
世
界
を

か
け
ぬ
け
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
選
手
た
ち
は
ゴ
ー
ル

に
善
く
や
否
や
町
の
婦
人
団
体
の

皆
さ
ん
の
手
づ
く
り
に
よ
る
温
か

い
み
そ
汁
を
す
す
り
な
が
ら
、
競

技
の
こ
と
な
ど
の
話
題
に
花
を
咲

か
せ
て
い
ま
し
た
。

写

真

説

明

0
お
母
さ
ん
と
楽
し
く
す
べ
る
、

ほ
の
ぼ
の
親
子
。

◎
入
念
に
ワ
ッ
ク
ス
を
ぬ
る
係
員
。

◎
「
私
も
頑
張
り
ま
す
」
と
ス
タ
ー

ト
地
点
に
向
か
う
小
さ
な
選
手
。

0
コ
ー
ス
づ
く
り
に
余
念
の
な
い

役
員
の
皆
さ
ん
。

◎
ま
ず
は
、
準
備
体
操
で
す
。

○
軽
ろ
や
か
な
準
備
体
操
。
「
こ
れ

で
よ
し
／
」
と
気
合
い
の
入
る
選
手
。

O
「
し
っ
か
り
持
っ
て
」
と
話
す
お

父
さ
ん
。

◎
ト
ッ
プ
を
走
る
選
手
の
軽
快
な

す
べ
り
。

◎
ぎ
ぽ
し
山
の
中
腹
か
ら
見
た
ス

タ
ー
ト
の
よ
う
す
。

◎
身
体
の
芯
ま
で
温
ま
る
み
そ
汁

を
振
る
舞
う
婦
人
団
体
の
皆
さ
ん
。

○
ゴ
ジ
ラ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
で
参
加

し
た
選
手
も
。

◎
接
待
所
で
ま
ず
は
ひ
と
息
。

＝成績発表＝

030キロ（一般男子）

第1位　伊藤崇智（京都府）

第2位　宮脇宏和（大山町）

第3位　船越練二（佐治村）

D15キロ（一般男子）

第1位　宮本孝志（境港市）

第2位　空　信行（米子市）

第3位　小椋　勝（島根県）

口10キロ（一般男子）

第1位　上野松夫（北海道）

第2位　小谷哲也（日南町）

第3位　坂根一弘（京都府）
D10キロ（一般女子）

第1位　矢内志奈（岡山県）

第2位　矢内里奈（岡山県）
第3位　藤島京子（日南町）

口10キロ（中学男子）
第1位　青柳芳宣（佐治村）

第2位　中尾和敬（佐治村）

第3位　茂上智之（佐治村）
口5キロ（中学女子）

第1位　内田　幸（日南町）

第2位　内田由美（溝口町）

第3位　舛田菓子（島根県）

臼5キロ（小学男子）

第1位　中島　淳（溝口町）

第2位　槙原尚則（日南町）

第3位　坂根大郷（京都府）

□5キロ（小学女子）

第1位　松本早代（溝口町）

第2位　金田千明（日南町）

第3位　笹聞えり（日南町）
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▲機敏に放水の準備を行う池の内自衛消防隊（池の内集落）

白
墓
地
⑯
⑬
窃
風
雪
鹿

挙
智
慧
普
芯
芯
表
毎

岡
山
県
の
業
者
と
調
印

三
月
十
五
日
、
町
地
域
振
興
㈱

と
岡
山
県
津
山
市
の
豆
腐
製
造
会

社
（
佐
野
食
品
）
の
間
で
　
〝
奥
大
山

の
水
″
を
使
っ
た
豆
腐
「
奥
大
山
」

を
製
造
販
売
す
る
計
画
が
ま
と
ま

り
、
販
売
契
約
の
調
印
が
町
長
室

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

数
年
前
か
ら
研
究
を
重
ね
て
い

た
佐
野
食
品
は
「
奥
大
山
の
水
は
豆

腐
作
り
の
過
程
で
ま
ろ
や
か
を
甘

ス
ー
パ
ー
の
ほ
か
、
山
陰
地
方
で

は
、
1
A
鳥
取
西
部
江
府
町
支
所

や
奥
大
山
の
水
を
取
り
扱
っ
て
い

8

■

［認諾蒜冨認竺］

合同夜間訓練行う

三
月
七
日
、
江
府
消
防
署
、
町

消
防
団
そ
し
て
池
の
内
自
衛
消
防

隊
が
合
同
で
夜
間
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。
池
の
内
集
落
内
の
作
業
場
か

ら
出
火
し
た
と
の
想
定
で
訓
練
が

ス
タ
ー
ト
。
ま
ず
、
自
衛
消
防
隊
が

出
動
、
機
敏
に
初
期
消
火
に
あ
た

り
、
続
い
て
、
江
府
消
防
署
そ
し
て

町
消
防
団
が
到
着
し
、
連
携
プ
レ

ー
を
図
り
な
が
ら
消
火
に
あ
た
り

ま
し
た
。
「
大
変
い
い
訓
練
に
な
り

ま
し
た
。
今
後
も
機
会
あ
る
ご
と

に
訓
練
を
し
た
い
で
す
」
と
答
え

る
自
衛
消
防
隊
の
皆
さ
ん
で
し
た
。

▲署名をする佐野社長と福田町長（町長室）

間
十
八
万
丁
を
製
造
、
販
売
す
る

計
画
で
す
。

販
売
先
と
し
て
は
、
津
山
市
を

中
心
と
し
た
岡
山
県
南
部
の
大
手

●

一
般
の
豆
腐
よ
り
も
日
持
ち
が
い
い
。

こ
れ
で
奥
大
山
の
水
を
原
料
と

し
た
製
品
は
化
粧
水
「
美
人
姉
妹
」

に
つ
い
で
二
つ
目
と
を
り
ま
し
た
。
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山
菜
研
究
グ
ル
ー
プ

自
然
の
峰
に
親
し
ん
で

県
西
部
地
域
か
ら
五
〇
人
が
参
加

三
月
十
五
日
、
日
輪
闇
で

春
の
山
菜
試
食
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
町
山

菜
研
究
グ
ル
ー
プ
　
（
代
表
上

原
三
紀
子
㌔
）
が
毎
年
、
春

と
秋
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

今
回
は
保
存
し
て
い
た
ワ
ラ

ど
や
ゼ
ン
マ
イ
に
ア
ユ
や
い

の
し
し
肉
に
ダ
ン
ゴ
の
す
ま

し
汁
な
ど
の
盛
り
だ
く
さ
ん

の
山
菜
が
ず
ら
り
を
ら
び
、

県
西
部
地
域
か
ら
参
加
し
た

五
〇
人
の
皆
さ
ん
は
自
然
の

味
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

▲「どないですか、みなさん」と古典落語の合い間に、皆さ　○■んに呼びかける露の新治さん（特別養護老人ホーム）

腹
を
か
か
え
て
大
笑
い

落
語
家
”
露
の
新
治
㌔
〟

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

を
慰
問

三
日
十
五
日
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
落

語
家
の
露
の
新
治
さ
ん

が
桂
こ
け
枝
さ
ん
と
と

も
に
訪
れ
ま
し
た
。

昨
年
、
本
町
で
講
演

を
さ
れ
た
の
が
緑
と
な

り
、
こ
の
た
び
再
来
町
。

本
格
的
を
古
典
落
語
を

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
入
所
し
て

い
る
方
、
職
員
の
方
な
ど

で
い
っ
ぱ
い
。

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
し
ぐ

さ
や
巧
み
な
語
り
口
に
笑

い
の
う
ず
が
巻
き
起
こ
り
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
て
い
ま
し
た
。

鳥取県農業士として町内から3人選ばれる
このたび、鳥取県農業士として、次の3人の方が選ばれました。（認定証授与式は2月15日に鳥取市で行わ

れました。）この農業士は、新しい農村を築くために将来の中核となる農業後継者の育成と地域づくりを推進

することを目的に設けられたもので、技術・経営へのアドバイス、地域の農業者のリーダーとして農村生活

の向上、農業振興施策への参加協力などを行います。（任期は平成8年1月1日～平成10年12月31日）
ノ／ノー√‾‾、‾叫－

／

（指導農業士：御机・伊達数行）（青年農業士：美用・下垣　充）　（女性農業士：袋原・千藤愛子）
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交通安全標語

「かえり道おしゃべりしてても右左」

ら　せ

山　本　医　院 ケ　 外江町3，804

山　根　 医　院 ク　 元町122

西　伯　病　院 西伯町倭397

細　 田　病　院 ク　 法勝寺398

森　 医　 院 ク　 福成1，013－17

潮　 医　 院 会見町天萬1，534－1

仲　村　医　 院 岸本町大殿1，086

涌　谷　医　 院 日吉津村日吉津436－1

マ リ　医　 院 淀江町今津150

大山診 療所 大山町今在家475

大山口診療所 l ク　 末長290－7

軍＿⊥旦＿院】〃　安長1，057
名和診療所彗名和町名和600－1

佐 々 木 医 院 中山町田中64 6－1

日　南　 病　 院 日南町生 山51ト 7

日　野 病　 院 日野町根 雨73 0

江 尾 診 療 所 江府 町江尾1，944－2

武　 田　 医　 院 溝 口町溝 口26 6－3

飛　 田　 医　 院 ク　 溝 口24 3－2

溝 口中央型 む 〃　 長 山15 2－1

以上の医療機関で麻しん、風しん

三種混合・二種混合・日本脳炎予

防接種を行います。

●をお、年金の現況届の証明は無料です。

区　　　 分 改正前 改正後

住民票の謄・抄本 1 通 1 通
戸 籍 の 附 票 2 0 0 円 3 0 0 円

印　 鑑　 証　 明
1 通 1 通
2 0 0 円 3 0 0 円

印鑑登録証の再 1 通 1 通
交付 3 0 0 円 4 0 0 円

桜の苑 火葬場

使用料が変わ

鬼圏域内居住の方

まlノ
ー
ー

町
　
し
「
彗
ちか日

一
つ
－

区　　 分 単位
使　 用　 料

改正前金額 改正後金額

火

葬

死

体

大人 1体 5000円 800 0円

小人 1体 3000円 5000円

死 産 児 1胎 2 000円 3000円

改葬遺骸 1体 2000円 2000円

裾圏域外居住の方

区　　 分 単位
使　 用　 料

改正前金額 改正後金額

火

葬

死

体

大人 1 体 420 00円 45000円

小人 1 体 25000円 27000円

死 韓　児 1 胎 17000円 20000円

改葬遭骸 1 体 17000円 17000円

※「圏域内居住者」とは、死亡当時、

米子市、西伯町、会見町、岸本町

日吉津村、淀江町、大山町、名和

町、中山町、日南町、日野町、江

府町、溝口町に住所のある方をい

います。ただし、特例として、福

祉施設に入所または学校に入学の

ために転出し、入所中または在学

中に死亡した方についても「圏域

内居住者」として取り扱う場合が

ありますので、窓口でご相談くだ

さい。

食生活改善推進員養成講

健康は食生活か

臼田包日日

圏ねらい

この講座は、正しい食生活を営

むための基礎知識や公衆衛生につ

いての知識を習得し、本人・家族

の健康はもとより食生活改善と健

康づくりを推進する指導者を養成

するものです。

臨対象者

養成講座修了後、食生活改善推

進員として正しい食生活の普及に

ついてのボランティア活動を行う

熱意のある方です。

匪募集人数

25人

圏受講期間

平成8年5月～平成9年3月

年間10回

晃（劫　％（勃　％休）％（斜　タ％（斜

％（勃　％働　力；働　％働　％休）

（10回講座のうち、8回以上受講

した方に修了証書を交付します）

匪会場

町特産品研究加工施設（教育委

員会事務局の隣り）

圏しめ切り

平成8年4月30日伏）

爾申し込み・お問い合わせ先

役場福祉保健課健康対策係へお

願いします。

3日澗
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お　知
平成8年度

自伝代打∋B

圏受付期間

平成8年5月24日（劫まで

圏採用予定

●陸上要員　男子65人・女子10人

●海上要員　男子50人・女子5人

●航空要員　男子40人・女子5人

凰試験日

平成8年6月22日用　筆記試験

圏試験会場

県内（1か所）受験者本人に通知

します。

臨第1次試験発表日

平成8年7月12日（釦

合格者には、第2次試験日及び

試験会場をお知らせします。

覗お問い合わせ先

くわしいことについては、自衛

隊米子募集事務所にお問い合わせ

ください。

℡0859－33－2400

圏ねらい

予防接種法が改正され、4月1

日から予防接種が集団から個別接

（11）

種に移行されます。

そこで、個別接種のできる医療

機関（米子市、境港市、西伯君臥　日

野郡の病院・医院）を次のとおり

紹介しますので、ご承知ください。

医療機関名
安　部　医　院

所　在　地

米子市西福原1．556－17

石川内科医院

伊藤内科医院

ク　義方町14－5

ク　上福原1，509

おおの小児科

内科医院

ク　西福原3－10一別

こどもクリニ

ックかさぎ

ク　中町76－2

梶　谷　医　院 ク　大崎3，035

川　田　医　院 ク皆生温泉ト4－1

木下内科医院 〃　河崎987

きむら小児科 ケ　皆生2，726－1

健クリニック ク　中町123－3

国立米子病院

小酒外科医院

ク　車尾1，293－1

福市1．730－10

後 藤 内 科 医 院 ク　 両 三 柳 4，518－3

近　 藤　 医 ■院 ク　 大 篠 津 4，6 94

白　 石　 医　 院 ク　 安 倍 1 2 9－3

須　 山　 医　 院 ク　 石 井 1 ，0 7 8

竹　 内　 医　 院 ク　 祓 園 町 2－100－4

竹 田 内 科 医 院 ク　 昭 和 町 3 0 －3

谷 本 こ ど も ク

リニ ッ ク

ク 榎 原 1 ，8 8 8

1
リニ ッ ク r

常　 桧　 医　 院 ク　 福 市 5 7 4 －5

富 永 産 婦 人 科　医 院 ク　 日 原 8 0 7

中　 井　 医　 院 ク　 旗 ヶ崎 7－20－12

中　 村　 医　 院 ク　 上 後 藤 3－1－6

新 田 外 科

胃 腸 科 医 院

ク　 中 島 3 9 2 －7

野 坂 内 科 医 院 ク　 博 労 町 1－48－3

博　 愛　 病　 院 ク　 両 三 柳 1，88 0

林　 医　 院 米 子 市 東 町 1 5 4

彦 名 ク リニ ック ク　 彦 名 町 2．856－3

吹 野小 児科 医 院 ク　 米 原 7 －ト 4 5

細 田 内 科 医 院 〃　 角 盤 町 3－16 9

本　 田　 医　 院 〃　 八 幡 7 0 3

松 浦 診 療 所 ク　 東 町 1 6 3

松田内科クリニック ケ　 尾 高 8 6 2 －1 8

松 本 内科 小 児科　医 院 ケ　 河 崎 1，740－1 9

森　 医　 院 ケ　 石 井 6 9 9 －1

山 田 内 科 医 院 〃　 錦 町 1 －3 9

山 本 整 形 外 科　内 科 医 院 ク　 大 篠 津 1，1 16

弓　 場 医　 院 〃　 旗 ヶ崎 2－2－1 0

若 原 内 科 外 科 ク　 三 本 松 1－6－3

岡　 空　 医　 院 ク　 椛 町 1－2 5

鳥 取 県 立 菅 生

小児療 育 センター

ケ　 上 福 原 1，751－1

相　 原　 医　 院 境 港 市 麦 垣 町 5 5

足 立 内 科 医 院 ケ　 幸 神 町 2 2 0

荒　木　医　院 ク　明治町189－1

石田産婦人科

医院

ク　元町69

井田内科医院 〃　 小篠津町898

市　 場　 医　院 〃　 馬場崎町177

倉元内科医院 ク　 外江町1，733－1

小林門脇外科　内科医院 ク　 明治町170

済生会境港　総合病院 〃　 米川町44

作 野　 医　院 ク　 朝日町111

高田内科医院 〃　 東雲町7

滝　 川　医　院 ク　 日の出町96

たけのうち診療所 ク　 竹内町791－8

立川眼科耳鼻 ク　 湊町156

咽喉科診療所
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圏大学卒業程度

試　 験　 名 申込用紙 布開始日 受 付 期 間 第 1 次試験日 第 2 次試験 日 最終合格者発表日

国家公務員採用Ⅰ種

4 月 5 日（金）
5 月7 日（火）

～14日（火）

6 月16日（日） 7 月14日（目）
7 月16日（火）～30日（火）

8 月14日（水）

国家公務員採用Ⅰ種 7 月7 日（日） 8 月 7 日（水）～22日休）

9 月11日（水）国 税 専 門 官 採 用 6 月22日（土）

23日（日）

8 月26日（目上 27日伏）

労 働 基 準 官 採 用 8 月26日（月）～28日（水）

法 務　教　 官 採　 用 6 月22日（土） 8 月 8 日休）～9 日（金

航 空 管 制 官 採 用 6 月26日（水） 8 月19日（月）
～9 月2 日（月）

9 月29日（日） 12月 3 日伏）～ 5 日休）平成9年1月24日（金）

圏お問い合わせ先　広島市中区上八丁堀6－30　人事院中国事務局第二課試験係℡082－228－1183

山火事．注意〝「山歩き荷物にならぬ火の用心」

3月中に西部管内では、山林・枯れ草火災が9件発生しています。その主な原因は、

たき火、火遊び、煙草の投げ捨てによるものです。春の乾燥期を迎え、山林火災・枯れ草

火災が多く発生することが考えられます。火の取り扱いには十分注意し、火入れの許可

は、必ず受けるようにしましょう。

平成8年4月1日付で4人の新

規採用がありましたので、紹介し

ます。（敬称略）

企画商工観光課　子供の国保育園

主事補佐々木庸二　保母木谷久実子

宙日毎恥芭恥4月・／5月

子供の国保育園　子供の国保育園

保母足羽哲也　保母矢田詠利子

日　 付 行　 事　 予　 定 日　 付 行　 事　 予　 定

4／22⑧ 地域振興協議会 4／29⑧ みどりの日
年金委員会 天の岩戸開運まつり（川上村）

23㊧ 県町村会役員会
大阪箕面市視察来町

30㊧

24㊧ 民生委員会　保健委員会 5／1 ㊧

25㊨ 宮市駐在所竣工式 奥大山を語る会
県境16市町村サミット

2 ㊨

26㊧ 米子空港ビル竣工式 3 ㊨ 憲法記念日

27㊧ 4 ㊧ 国民の休日

28⑧ N H K「鳥帰る」放映 5 ⑧ 子供の日

3日監
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町
の
玄
関

看
ろ
り
ん
ハ
ウ

執

ど
ん
ど
ん
使
っ
て
く
だ
さ
い

二
階
会
議
室
な
ど
六
月
三
〇
日
ま
で

新
し
く
お
目
見
え
し
た
ち
ろ
り

ん
ハ
ウ
ス
。
各
室
の
使
用
時
間
、

使
用
方
法
を
ど
を
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

町
民
の
皆
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ
を

会
議
な
ど
に
ご
利
用
い
た
だ
き
た

那
鋸
臣
告
封
］

い
と
思
い
ま
す
。

圏
各
室
の
使
用
時
間

●
二
階
ホ
ー
ル
●
ト
イ
レ
●
小
学

習
室
　
終
日

●
一
階
学
習
室
午
前
七
時
か
ら
午
後
六

スウ＼／ん▲真新しいちろり

時
ま
で

●
二
階
研
修
室
（
2
0
人
以

内
の
会
議
可
能
）

●
会
議
室
（
5
0
人
以
内
の

会
議
可
能
）

午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
十
時
ま
で

●
三
階
展
望
室

午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時
ま
で

圏
各
室
使
用
方
法
・
手
続

使
用
許
可
の
必
要
を
会

議
室
は
二
階
会
議
室
・
研

修
室
で
す
。

毎
日
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午

後
五
時
ま
で
の
間
、
事
務
室
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
時
に
は
、
使
用
許
可

申
請
書
に
記
入
の
上
、
申
請
に
は

印
か
ん
が
必
要
で
す
。

を
お
、
夜
間
利
用
の
場
合
は
、

使
用
日
の
午
後
五
時
ま
で
に
事
務

室
で
カ
ギ
を
受
け
明
り
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。

圏
使
用
料

無
料
（
た
だ
し
、
冷
暖
房
利
用

の
と
き
有
料
と
す
る
。
）

「
研
修
室
　
三
時
間
単
位
五
〇
〇
円

会
議
室
　
三
時
間
単
位
八
〇
〇
円

営
利
使
用
す
る
場
合
は
、
半
日

一
〇
〇
〇
円
の
使
用
料
と
す
る
。
」

た
だ
し
、
六
月
三
〇
日
ま
で
は

利
用
推
進
月
間
と
し
て
使
用
料
は

い
り
ま
せ
ん
。

執
爾
使
用
制
限

・
営
利
使
用
の
場
合
、
町
内
商
業

者
及
び
町
内
商
業
者
共
同
使
用
以

外
で
使
用
す
る
と
き
。

・
特
定
の
宗
教
活
動
と
し
て
使
用

す
る
と
き
。

・
町
長
が
必
要
と
認
め
る
と
き
。

凰
注
意
事
項

・
施
設
内
で
の
飲
酒
は
で
き
ま
せ

ん
。ま
た
、
次
の
場
所
以
外
で
は
、

禁
煙
と
し
ま
す
。

（
事
務
室
・
喫
煙
場
所
と
し
て
明

示
し
た
場
所
）

・
使
用
後
は
施
設
の
整
理
整
頓
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
施
設
で
異
常
を
こ
と
が
生
じ
た

と
き
は
、
た
だ
ち
に
管
理
者
に
通

報
し
て
く
だ
さ
い
。

人の動き
3月届

●ごめい福を祈ります

（住所）（氏　名）（年齢）（世帯主）

深山口　桧原　千代　90歳　宏

宮市原　片山　　博　78歳　本人

一　旦　古庄　時義　76歳　本人

吉　原　桧原　孝憲　92歳　寛

小江尾　土居書美子　69歳　一幸

宮　市　長岡　宮枝　80歳　和代

久　連　竹内　由枝　85歳　萱

本　一　井竹　和博　63歳　本人

洲河崎　佐々木益代　85歳　浦

尾上原　富田　光子　87歳　公一

（3月届には、お誕生おめでとう、

ご結婚を祝しますの該当者はあり

ませんでした）

盟
二
日
紹
空
包

▼
真
新
し
い
制
服
が
と
て
も
生
々

し
い
新
入
生
を
見
る
の
は
、
と
て

も
新
鮮
で
、
心
新
た
ま
る
思
い
が

す
る
。
セ
ー
ラ
ー
服
の
鼻
白
を
ラ

イ
ン
、
お
ろ
し
た
て
の
靴
等
々
。

ま
る
で
、
手
あ
か
の
つ
か
な
い

人
生
章
の
一
ペ
ー
ジ
を
そ
ー
っ
と

め
く
る
よ
う
を
感
じ
で
、
ど
ん
な

人
に
出
会
う
の
か
、
ど
ん
な
こ
と

が
待
ち
う
け
て
い
る
の
か
、
期
待

で
胸
が
い
っ
ぱ
い
と
を
る
の
で
は

を
い
だ
ろ
う
か
。

▼
あ
る
人
が
　
〝
出
会
い
は
心
の
栄

養
だ
″
と
。
新
入
生
、
新
社
会
人

に
と
っ
て
、
人
生
の
糧
と
な
る
出

会
い
を
大
い
に
期
待
し
た
い
。

そ
し
て
、
す
べ
て
を
栄
養
に
し

て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
。

▼
か
つ
て
だ
れ
よ
り
も
、
朝
早
く

出
勤
し
て
、
仕
事
の
準
備
を
し
、
先

輩
諸
氏
に
　
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
〃
‥
」
と
元
気
に
あ
い
さ
つ
し
て

い
た
新
社
会
人
た
ち
も
、
年
と
と

も
に
そ
の
様
相
が
変
化
す
る
の
は
、

世
の
常
在
の
だ
ろ
う
か
。
（
ど
こ
の

職
場
と
は
言
わ
を
い
が
…
…
。
）

▼
「
初
心
忘
す
る
べ
か
ら
ず
」
。
新

入
生
、
新
社
会
人
を
手
本
に
も
う

一
度
、
足
元
を
み
つ
め
直
す
機
会

に
し
た
い
。

13）世帯数1，246世帯ト2）人口4，477人（±0）男2，127人（＋1）女2，350人（一日（）は前月比2月末

発
行
・
江
府
町
役
場

〒
6
8
9
－
4
4
　
鳥
取
県
日
野
都
江
府
町
大
字
江
尾
4
7
5

℡
0
8
5
9
（
7
5
）
2
2
1
1
　
F
A
X
O
8
5
9
（
7
5
）
2
3
8
9

編
集
・
総
務
課
　
　
印
刷
・
富
士
印
刷
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詠
を
取
払
賢
．
璧
洛
難
敵
転
成
襲
駐
賢
押
掛
勘

局毎領袖守
や沙留⑳

先輩について

しっかり仕事がんばります

㈲川端組勤務　重森真司さん（23歳）

＊仕事はどうですか？

只今、土木技術者として勉強中で、厳しい先

輩からいろいろとおそわっています。会社は、

みんなとてもやさしくて、大変楽しいです。

＊趣味は？

最近、トランペットをやっています。中学校

の時に吹奏楽部でトランペットをやっていたの

で、また始めています。これは夢ですが、トラ

ンペッターになれればと思っています。

＊行ってみたい所は？

青森です。外国では、オーストラリアかなあ。

＊好きな女性のタイプは？

やさしい人です。タレントでいえば、雛形あ

きこさん。

＊町にのぞみたいことは？

今のままでいいと思いますが、もっと明るい

所になってほしい。

（14）

Soumu
楕円

Soumu
楕円


